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宇和海より得られた愛媛県初記録のセンウマヅラハギ 
 

清水孝昭 1 

 

1愛媛県農林水産研究所水産研究センター 

種の記録 

Monacanthidae カワハギ科 

Thamnaconus multilineatus (Tanaka, 1918)  

センウマヅラハギ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館魚類標本（TKPM-P 24140） 

採集年月日：2021年 3月 21日．採集場所：愛媛県八

幡浜市～宇和島市日振島の間．採集方法：小型底曳

網．全長 215.8mm，標準体長 175.2mm． 

種の特徴 

体は側扁する．第 1 背鰭棘は眼の上に位置する．腰

骨の後端に鞘状鱗がある．鰓孔下端は眼の前縁直下

に位置し，胸鰭基部背縁に達する．体色は黄褐色

で，無数の細い暗色線が，頬部で斜走，体側で縦走

する．第 1 背鰭の鰭膜，第 2 背鰭と臀鰭の鰭条は黄

色味を帯びる．背鰭 2棘 32軟条，臀鰭 31軟条． 

備考 

本種は水深 120－150m に生息し，国内では房州沖

相模灘，神奈川県三浦半島，熊野灘，土佐湾，富山

湾，五島列島，薩南諸島，東シナ海から知られる（林・

萩原，2013；松本ほか，2021）．愛媛県からこれまで公

式な記録はなく，本報告が初記録となる． 
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写真１ Thamnaconus multilineatus  センウマヅラハギ （TKPM-P 24140） 

 

 


